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I 教職課程の現況及び特色 

 
１ 現況 

① 大学名 SBC東京医療大学 

② 学部名 健康科学部 

③ 所在地 千葉県浦安市明海 5丁目8-1 

④ 学生数（2025年5月1日現在） 

100名/1035名（教職課程在学生数/全学部在学生数） 

⑤ 教員数（2025年5月1日現在） 

33名/84名（教職課程科目担当者数/全教員数） 

 

 教職課程学部・学科一覧 

学部 学科 認定課程 

健康科学部 整復医療・トレーナー学科 中学校教諭一種免許状（保健体育） 

高等学校教諭一種免許状（保健体育） 

看護学科 養護教諭一種免許状 

 

２ 特色 

１）大学全体として教職課程を支援する体制 

本学は健康科学部１学部３学科（理学療法学科、整復医療・トレーナー学科、看護学科）からなる単科

大学であり、教職課程として整復医療・トレーナー学科では保健体育教諭養成課程、看護学科では養護

教諭養成課程をもっている。 

学科をまたぐ教職課程に関する全学組織として教職課程実施本部があり、そのもとに日常の実務や

連絡を行う教職課程委員会がある。 

２）自主性の育成 

「教職サークル」という大学に登録された学生のクラブを設け、学生が自主的に教職について学習し交

流するよう教員が支援している。また、学生が自主的に勉学する場所として教職支援室を設け、教員採

用に必要な資料を置いて、学生がいつでも使用できるようにしている。 

３）周辺地域との連携 

周辺地域との連携を深めるべく大学としては浦安市や千葉県立船橋特別支援学校との協定を結んでい

る。また、大学が独自に設定する科目として、「教職インターンシップ」（２単位、選択）という科目

を設け、２年次から学校での教師の仕事と子どもとの関わりを体験して、教育実習に臨めるように支援

している。さらに、浦安市内にある千葉県立浦安南高等学校とも心肺蘇生法講習、千葉県教育委員会主

導の「開かれた学校づくり委員会」、体育授業への参加、教育実習等を通して連携をしている。 

学生は、卒業生が勤務する浦安市内の学童保育所でボランティアとして活動を行っているほか、近隣の

中学校及び高等学校への出前授業に参加している。また、特別支援学校における行事を中心としたボラ

ンティア活動や水泳指導にも自主的に参加している。  
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価 
 

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育に対する目的・目標の共有 

 

［現状］ 

両学科では、教職課程とその目的・目標については、大学ホームページに掲載するとともに（資料１

－１－１） 、毎年度の『学生便覧 履修の手引き』においても、教職員・学生に周知し共有している

（資料１－１－２） 。 また、年度初めの第 1 回教職課程委員会において、教職課程教育の目的・

目標が教職員間で共有される体制を整備している（資料１－１－３）。 

さらに、各学科との連携については、教養部所属の教職課程担当教員が 4 月に実施される学科ガイ

ダンスにおいて教職課程の説明を行うとともに、日常的に学科会議へ参加し、学科の教員全体に教職

課程教育に関する目的・目標の共有を図っている。 

学生に対しては、4 月に学年別の教職課程ガイダンスを実施している。特に 1 年生に対しては、

『学生便覧 履修の手引き』に加え、毎年作成・改訂している『教職課程ガイドブック』（保健体育

用、養護用） を配布し、教職課程教育に対する目的・目標の共有を促進している（資料１－１－

４ ） 。 

 

［優れた取組］ 

本学教職課程の特色は、整復医療・トレーナー学科と看護学科の2学科から教職課程委員が選出さ

れ、教職課程委員会において教職課程教育に対する目的・目標が共有されている。学科会議にも教職

課程委員が出席することにより、目標や指導内容の共有化を図り易くしていることである。今年度

も、整復医療・トレーナー学科、看護学科ともにカリキュラムの見直しを行い、教職課程におけるカ

リキュラムの負担を改善する案を検討している。 

また、教職課程委員が適宜、非常勤講師より教職課程履修者の様子を聞き取るとともに改善への意

見・提案をいただいている。 

 

［改善の方向性・課題］ 

継続課題の１つとしては、学科の学修と教職課程の学修のバランスが取れるように、教職課程がある

学科教員に、教職課程を担っているという自覚と責任をどのようにもってもらうかということであ

る。そのために『教職課程ガイダンス』を教職課程の教員で毎年見直すとともに、日常の学科会議に

おいて教職課程履修者の学修や生活の状況などを報告するようにしている。 

もう一つの継続課題としては、教職課程の学生の授業ならびに指導が一部の教員に過度に集中する現

状を改善するということである。複数の教科を同一の担当者が抱えるのではなく、できるだけ専門性

の高い教科担当者の人数を増やし、多様な考え方を学生に身につけさせることによって、教職につい

て広く考えられるようにしたい。 

新たな課題としては、各教科間の連携の強化である。前述の学科の学修と教職課程の学修のバランス

や教職課程の教科全体としてバランスが取れているか、重複しているところはないか、コアカリキュ

ラムが確実に実施され学びが抜け落ちていることはないか、などシラバスを見て確認する会議や学生

の学習状況を報告し合う機会を設けることである。  
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＜根拠となる資料・データなど＞ 

・資料１－１－１：大学ホームページ「教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画」 

・資料１－１－２：『学生便覧 履修の手引き』「9教育職員免許状を取得するには」 

・資料１－１－３：「教職課程委員会規程」 

・資料１－１－４：『教職課程ガイドブック』（保健体育）2025年 

・資料１－１－５：『教職課程ガイドブック』（養護）2025年 

 

 

基準項目１－２ 教職課程教育に関する組織的工夫 

 

［現状］ 

学科をまたぐ教職課程に関する上部組織として、教職課程の運営および指導に全学的に責任を負う教

職課程実施本部（資料１―２－１）があり、そのもとに日常の実務や連絡を行う教職課程委員会（資

料１－２－２）がある。 

教職課程実施本部は、学長を長とし、健康科学部長、教養部長、整復医療・トレーナー学科長、看護

学科長、教職課程委員会委員長から構成され、教員養成の理念および基本方針の策定、教員養成カリ

キュラムの編成方針、教職課程の運営、地元教育委員会や近隣学校との連携協力に関することなど、

教職全体に責任を持つ機関である。 

その下部組織である教職課程委員会は、教養部に所属する ① 教職に関する科目を担当する専任教

員、② 教科の関する科目を担当する専任教員、③ 学科長が推薦する各学科専任教員から構成され、

毎月 1 回定期的に会議を開催し、年間を通じた日常的な学生の状況や課題、教職課程の充実に関す

る課題などを学科間で議論し、つねに情報を共有するように努めている。 

事務との協働連携に関しては、教職課程委員会に事務局職員も出席し、教職課程委員会との間で必要

に応じて情報共有がなされている（資料１－２－２） 。 

教職課程に関わる情報は、大学ホームページ上に公開している。 

 

［優れた取組］ 

本学の長所は第一に、学長の下に全学的に責任を負う教職課程実施本部を設置していることである。 

第二に、教職科目を担当する専任教員の大半教養部に属している点である。教養部に所属し教養部会

議に参加することで、教養科目担当者と、体育実技や総合英語、情報処理演習などの科目における教

職課程学生の学修状況の様子を共有することができる。また同時に、教職課程担当者が関連する学科

会議にも常時参加することで、教職課程に関して学科との協働連携体制を構築している。 

 

［改善の方向性・課題］ 

今後の課題としては、何よりも長所として挙げた点がまだ十分には機能していないことである。具体

的には、教職課程に関して学科からは意見や注文が出されるが、教職課程の側からの教職課程の意義

と役割に関する発信がまだ不十分である。その改善のためには、教職課程実施本部の機能をより強化

するなどの方策が、有効と考えられる。次年度からは保健体育の主担当が整復医療トレーナー学科所

属となり、この課題の改善を図る。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・資料１－２－１：教職課程実施本部規程 

・資料１－２－２：教職課程委員会規程 

・資料１－２－３：大学ホームページ「教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画」 
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

基準項目 ２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

 

［現状］ 

整復医療・トレーナー学科では、大学案内、オープンキャンパス、大学ホームページ等を通して、本

学の教職課程についての情報を発信し、教職課程の存在を広めている。また、本大学の卒業生が、千

葉県内及び近隣の都道府県の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校の教員として採用されるにし

たがって（ 別表１ ）、その情報が広がり、柔道整復師の資格をもった教員志望の学生が入学してく

るようになっている。また、教育実習、地域の学校ボランティア、肢体不自由児の養護・訓練学習

会、水泳指導、心肺蘇生法講習会、学校部活動へのトレーナー実習など、本学の特色を生かした活動

を通して本学における教職課程の存在が広く知られるようになってきている。 

看護学科では、学外に対して、大学案内、オープンキャンパス、大学ホームページ等を通じて、本学

の教職課程についての情報を発信し、学生の確保に努めている。本学科では「看護師課程」を基礎に

「保健師課程」又は「教職課程（ 養護教諭）」の選択課程があり、「教職課程（ 養護教諭）」を希

望する学生は、毎年 1 割程度である。一昨年度より養護教諭課程を選抜制とし、 1 年次終了時に選

抜試験を実施し、 GPA 等の一定の条件をつけ 20 名を定員として、質の確保を行っている。 卒業後

の進路に関しては、養護教諭一種の免許状を取得した後、看護師を経験してから養護教諭を目指す者

と、卒業後すぐに養護教諭として勤める者に分かれるが、近年、都道府県の教員採用試験に合格し、

正規に養護教諭として勤めている者が増えてきている（ 別表２ ） 。 

 

［優れた取組] 

整復医療・トレーナー学科における保健体育教諭養成では、整復医療・トレーナー学科の学修を教育

に活かしている。入学時のオリエンテーション時に、教職課程のガイダンスを実施し、整復医療・ト

レーナー学科における保健体育科教諭の免許状を取得するという長所・特色、意味、履修する上での

心構え、卒業生の実績などについて説明している。また教員経験のある大学教員がその経験を活か

し、教職の魅力を話すようにしている。学期ごとに必要な学生には個別面談を実施することで、学生

の質の確保・育成につなげている。 

看護学科における養護教諭養成では、医学や看護の知識や技術をもち、教育現場においてもチーム学

校の一員として児童生徒の心と身体を守る専門性の高い養護教諭を養成している。2025年のオープン

キャンパスにおいても、看護学科を希望する学生のうちおよそ2割が取得希望資格として養護教諭を

挙げていた。このように 本学には養護教諭になることを希望して入学する者もいることから、入学

時の新入生オリエンテーション時に、看護学科で養護教諭の免許状を取得する意味を説明している。

さらに養護教諭希望者に対して教職ガイダンスを実施し、履修上の注意点、選抜制などについて説明

している。そのうえで、面談を適宜実施し、学生の質の確保・育成につなげている。 
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［改善の方向性・課題］ 

整復医療・トレーナー学科では、保健体育の教員になりたいが体育大学等の課程では体力・運動能力

の点で厳しいと考える学生や体力、運動能力や部活動等で培われるリーダー的な素養がやや不足して

いる学生がいる。またコロナ感染による集団的行事の経験不足の影響か、リーダー性やコミュニケー

ションに課題がみられる学生がいる。この点に関連する教育実習時の評価で指導教官から強く指摘さ

れることが増える傾向にあり、指導の内容、方法等の改善が急務である。今年度から浦安市の要請を

受け、市内の小中学校の部活動の練習の補助を行い、この課題の改善を図る。 

看護学科では、養護教諭課程の学生は専門科目と教職の科目とを履修しなければならないため、依然

として学修負担が大きい。 

 

 

基準項目 ２－２教職へのキャリア支援 

 

[現状] 

整復医療・トレーナー学科でも、大学独自の科目として「教職インターンシップ」（ 2・3 年： 2 

単位） 、「教職実践研究」（ 3 年： 1 単位） を選択科目として設けて、キャリア支援に繋げてい

る。また、特別支援学校や近隣高等学校の体育授業の参加や指導の援助、小学生への学習支援や体力

づくり指導を行っており、講義における理論学習と実際の学校現場における実践を往還しながら、教

職のやりがいを伝えたり、指導能力を身に付けたりするようにしている。 

看護学科では、大学独自の科目として、「教職インターンシップ」（ 2・ 3 年： 2 単位）と「教職

実践研究」（ 3 年： 1 単位）を選択科目として設けている。「教職インターンシップ」では、地域

の小・中学校に出向き学校での教員の活動全般を学ぶとともに、健康診断、健康相談、学校環境検

査、保健指導などをみて、教育現場での実践的な学びを得てキャリア支援に繋げている。「教職実践

研究」においては、教育原論、教育心理学、学校教育に関する法令などの教職の専門科目と養護教諭

としての専門科目での学びを深めることを通して、教員採用試験等のキャリア支援に役立たせてい

る。 

また両学科共有の教職支援室を設置し、教職関係の図書や各都道府県の教員採用試験の過去の問題集

や参考書、教育委員会が出している資料などを置き、教員を目指す学生に対する教員採用試験対策の

学修環境を整えている。 

 

[優れた取組] 

整復医療・トレーナー学科では、教職課程を学修する上で講義と実践の往還を大切にしており、ボラ

ンティアなどを経験し、感想や発見をまとめ、採用試験の面接に生かしたり、自ら主体的に教職を目

指そうとする姿勢を育成したりしている。学校現場で教諭、講師として働いている卒業生の数は小・

中・高・特別支援学校全校種にわたり100人以上いる。授業内や図書館報で卒業生から学生時代に身

に着けておいた方が良いことや学校現場の話を聞くことができ、実践例として学生の学修に大きく役

立っている。 
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看護学科では、教職を目指す学生に対する教員採用試験対策支援として 2 年次、3年次の春休みに教

員採用試験春期講習会を実施している。卒業後は、東京都、千葉県、埼玉県、神奈川県、北海道など

の教員採用試験に合格し養護教諭として就職している者もいる。また、看護師の経験を経て養護教諭

として就職している卒業生もおり、養護教諭養成としての実績は高い。 

 

[改善の方向性・課題] 

整復医療・トレーナー学科の保健体育教諭養成課程では、取れる資格はすべて取りたいと考える学生

が多く、ひとつひとつの資格に関しての意欲や学習量が不十分になりやすい 。前述したように、リ

ーダー性やコミュニケーションに課題がみられる学生がいることから、野外教育やスキー実習、その

中で培われる集団行動、コミュニケーション能力の養成等、保健体育教師として必要な学びを広げ充

実させたい。そのためには整復・トレーナー学科の学修と教職の学修のバランスを考えていく必要

と、少ない教員の協力体制の構築を改めて考える必要がある。 

看護学科では、一昨年度より時間割内に教職インターンシップを設定し、すべての学生が履修できる

ようにした。ただし、看護学科の授業数が多いため、教職課程の授業を両立させることが困難になる

傾向にある。 

 

 

 

基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

 

基準項目 ３－１教職課程カリキュラムの編成・実施 

 

［現状］ 

整復医療・トレーナー学科では、毎年、過密なカリキュラムの中、教職に興味をもつ学生が一定数存

在している。教員採用試験向けの知識の詰め込み授業にしないよう、教師という仕事の魅力を伝え、

教員になることの意欲を高める学修を大切にしている。 

看護学科では、卒業単位 128単位の他に、教職課程科目の単位を合わせて養護教諭課程の学生は 158

単位を必要としている。一昨年度、養護教諭課程の教職科目の単位数等の適切な見直しを行い、教育

の基礎的理解に関する科目を11単位から8単位、道徳、総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導、

教育相談に関する科目を9単位から7単位、合計20単位から15単位に減単した。さらに、授業配置につ

いては3年次より看護の専門科目が多くなるため殆どの教職科目を2年次までに終了するようにした。

養護実習に関しては、養護実習の時期と看護の卒業認定に係る専門科目の授業と重なっているため実

習時期を6月から9月に変更した。その代わりに養護教諭の主たる仕事の一つである健康診断等の実習

については2年次の教職インターンシップで行い、すべての養護課程の学生が履修できるように授業

時間内に配置した。このような見直しをしたことで、学生の負担を軽減することができ、看護と教職

の授業の両立を図ることができている（資料３－２－８）（資料３―２―９） 
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［優れた取組］ 

整復医療・トレーナー学科では、授業において、けがの防止や救急処置、けがをしない体づくりや体

の動かし方、栄養・休息のとり方などを学んでいる。新学習指導要領において「「体育」と「保健」

は相互の関連が図られるよう、それぞれの内容を適切に指導した上で、学習成果の関連が実感できる

ように留意すること」とあるように、整復医療・トレーナー学科では、体育と保健を関連させた学習

ができていると考える。この点が、本学の特色と考えている。 

看護学科では、教職の授業においても看護の視点を活かしている。例えば、看護の視点として、患者

のケアを通じて何が健康問題の阻害要因になっているのか、どうすれば解決できるのかという思考過

程がある。この看護の視点を「健康相談活動の理論及び方法」に活かして、児童・生徒が抱える健康

課題についてのアセスメントシートを作成し、多職種との連携を鑑みた個別の支援計画を作成し、解

決に向けての演習を行なっている。このように教職の授業でも看護の視点を活かした授業展開を行な

っている点が優れた取り組みである。 

 

［改善の方向性・課題] 

整復医療・トレーナー学科では、実践的な学びを多くし、実践力や子どもたちへの指導の意欲を向上

させるようにしている。学生が実習や講義のオーバーワークになり意欲を失わないようにしている。

たとえば、整復医療・トレーナー学科の学修と関連させた内容を多くしている。さらに、学生ひとり

ひとりのニーズに応じた学修環境、学習内容のバランスを構築するようにしている。それにともな

い、ひとりひとりのニーズの把握や適切な学修課題への対応が課題である。 

看護学科では、一昨年度、学科の教育課程の一部変更にともない教職科目の質を保てるように教職課

程のカリキュラムを検討した。より実践的な内容に絞ったことで養護教諭としての資質や能力の向上

に役立てている。 

 

 

基準項目 ３－２実践的指導力育成と地域との連携 

 

[現状] 

整復医療・トレーナー学科では、教育実習前に、地域の高等学校に出前授業（保健）を行っている。

この体験が学生にとって「教えること」の楽しさを感じる機会や理論と実践が結びつく機会になって

いる。これが教育実習への不安要素の解消や、教育実習への意欲の向上につながっている。また夏休

みに地域の小学生を対象に運動指導を行っている。小学生、中学生、高校生と発達段階を考えた授業

づくりの視点を持つ機会として有効である。その他、特別支援学校の水泳教室、脳性麻痺児へのスト

レッチなど特別な配慮をすることも経験している。 

看護学科では、2024年度より養護実習が9月になったため、教職実践演習（養護教諭課程）において

は、実習の振り返りを行っている。今年度出前授業は行えなかったが、学生は教職インターンシッ

プ、学童保育のボランティア等を通して、地域の学校の児童生徒との交流を深めており、地域連携に

貢献している。なお、これまでに高等学校では「いじめ防止教育」、中学校では「ネット依存防止教
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育」を行っており、学校現場における現代的な健康課題を解決できる養護教諭としての実践的指導力

を育成する機会を設定している。 

 

［優れた取組］ 

整復医療・トレーナー学科では、心肺蘇生法の出前授業において、救急法や解剖、生理学の学修を生

かした授業づくりをしている。心肺蘇生法や AED の使用方法を練習させるだけではなく、血液を循

環させることが心肺蘇生法の根幹であるというような医学的な知識についても生徒に気づかせながら

授業をすることができている。 

看護学科では、地域の小中学校、教育委員会等との組織的な協力体制は構築されているので、毎年、

教職インターンシップやボランティア活動などを通じて、実践的指導力を養成することができてお

り、地域の教育現場からも温かく迎え入れていただいている。 

 

[今後の方向性・課題] 

整復医療・トレーナー学科では、実習を受けてくださる小・中・高の学校の先生が変わることによっ

て、出前授業等の実践が途絶えてしまったりすることが考えられる。また「心肺蘇生法」などは CPR 

や AED の練習キットが各学校にないため、需要が高く授業実践をさせてもらえる。しかし、その他

の保健授業や体育授業はなかなか実践する機会が得られない。地域の多くの学校からの信頼を得て、

受け皿を増やし連携を深めるなかで授業をさせていただく機会を増やすことが今後の課題である。 

看護学科では、保健室経営など養護教諭としての専門領域についての実践的指導力を高める機会が十

分でないため、今後はさらに教育現場と交流がもてるさまざまな体験活動を行う必要がある。 

 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

• 資料３－２－１：学校法人SBC東京医療大学（旧了德寺大学）と浦安市との包括連携に関する 

        協定書 

• 資料３－２－２：学校間連携に関する協定書（本学と千葉県立船橋特別支援学校） 

• 資料３－２－３：「教職課程委員会規程」 

• 資料３－２－４：『教職課程ガイドブック』（保健体育） 2025年 

• 資料３－２－５：『教職課程ガイドブック』（養護） 2025年 

• 資料３－２－６：教職インターンシップガイドブック 

• 資料３－２－７：教職実践演習シラバス 

• 資料３－２－８：2025年学生便覧履修の手引き P156-P161 

• 資料３－２－９：2025年度SBC東京医療大学 授業時間割 
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別表１ 年度別 整復医療トレーナー学科 教育職員免許状取得者・現職教員数 

期 入学年度 学科入学数 免許取得者数 現職教員数 

3 2009 100 31 10 

4 2010 109 29 7 

5 2011 101 25 16 

6 2012 103 22 5 

7 2013 104 25 8 

8 2014 101 7 3 

9 2015 75 15 8 

10 2016 72 5 2 

11 2017 75 12 5 

12 2018 70 15 4 

13 2019 85 14 1 

14 2020 80 7 2 

15 2021 74 14 2 

16 2022 85 15 1 
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別 表 ２ 年 度 別 看 護 学 科  教 育 職 員 免 許 状 取 得 者 ・ 現 職 教 員 数 

期 入学年度  学科入学数 免許取得者 現職教員数 

1 2011 104 14 2 

2 
2012 103 15 0 

3 2013 103 9 1 

4 2014 103 13 3 

5 2015 119 10 3 

6 2016 124 12 3 

7 2017 122 18 0 

8 2018 102 9 0 

9 2019 120 17 0 

10 2020 111 10 0 

11 
2021 110 9 1 

12 2022 97 7 0 



11 

 

Ⅲ  総合評価（ 全体を通じた評価 ） 

本学の特色である医療資格(柔道整復師、看護師)をもち、トレーナー活動や健康運動指導等ができる

教員の養成は、その特色と長所を生かした教員の輩出に寄与できていると考える。保健体育の領域だ

けでなく、医療の知識をベースに、部活動でのけがの手当てやリハビリなどスポーツトレーナーとし

ての役割をこなすものや特別支援学校教員として障害をもった子どもたちの運動指導をするなどし

て、活躍するものも多い。また、看護師資格を持った養護教員として、活躍するものも多く、こちら

もその目的に沿った学生の育成ができていると考える。また、全体としてみれば、地域の自治体と学

校と協力・連携しつつその資源を活用するとともに、学内の学科の特色あるカリキュラムを生かした

教職課程を展開できている。全学的な教職課程の体制作りも、教職員の協力体制の充実等、改善の余

地を残すものの充実してきている。学生も様々なボランティア活動等を通じて、現場との交流も進ん

できている。 

その一方で、専門教育と教職課程とのカリキュラムの適切なバランスを取りながら、教職課程を充実

させていく方向で、さまざまな改善を人的にも質的にも進めていくことが求められている。多資格を

取得できる大学として、学生の意欲が多方面に分散してしまい、専門分野に学修が偏ることにより実

学以外の教養が薄くなってしまたりすることにも教職課程教員が注意して学修に取り組ませたい。 

 

 

Ⅳ「教職課程自己点検・評価報告書」作成のプロセス 

2025年 6月開催の第 3 回教職課程委員会において教職課程自己点検・評価部会を発足し、2度の対面

会議を経て、部会のメンバーによる担当箇所の執筆を行った。全体の構成、内容については部会長が

まとめ、定例の教職課程委員会にてその経過報告が行われた。最終的に、12月に開催された第8回教

職課程委員会にて提出され、各委員による確認、修正を経て、承認されたのちに大学ホームページ上

に掲載となった。 
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Ⅴ 現況基礎データ一覧 2025年 5月 1日現在 

 

◆法人名 学校法人 SBC東京医療大学 

◆大学名 SBC東京医療大学  

◆学部・学科名  健康科学部（整復医療・トレーナー学科、看護学科） 

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等    

① 前年度卒業者 230人 

②  ① のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む）  
198人 

③  ① のうち、教員免許取得者の実数 

（複数免許取得者も 1 と数える）  
22人 

④  ② のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数）  
7人 

④ のうち、正規採用者数 1人 

④のうち、臨時的任用者数 6人 

２ 教員組織 
     

 

 教授 准教授 講師 助教 その他（ 助手） 

教員数 31人 20人 15人 14人 4人 

相談員・支援員など専門職員数 １人 

 

 


